
展示予定の災害用早期設置型組立て式 

「復興支援ハウス」の概要（２戸展示します） 
 
Ａ．６年前に製作し復興支援ハウス 

新潟県中越地震で使用し、現在、宮城県で災害ボランテ 

ィアの救護用に使用されている支援ハウスです。 

床面積 6.7 ㎡ですが。４人家族が暮らせる機能を備えています。 

材質はオールＦＲＰ（強化プラスチック）製で、多分、 
「世界で初めてＦＲＰ製で造られた住宅」だと思われます。 
当日は宮城県から搬送します。（別紙のパンフレット参照） 

 

 

 

 

 

 

      

  

  

  

Ｂ．現在、製作中の新しい支援ハウス 

  床面積約 10 ㎡で、間取りはほぼ上記と同じですが、トイレは外付けとし、エアコン 

 温水器、大型太陽電池、フリースペースを備えています。 

 ４トントラックで２戸、10 ㌧トラックで６戸積載可能な最大限の大きさとして設計。 

   

被災地の現状 （2011.5 台風２号で壊滅した宮城県石巻市の災害ボランティアのテントの状況） 
  被災者はもちろん災害ボランティアも、冷暖房設備もない過酷な生活を強いられています。 

 

 スポーツニッポン 2011.3.30 

「2005 国際プラスチックフェアー」 

特別展示（千葉県幕張メッセ・玄関にて） 

 災害ボランティアの救護所として使用 
左：新潟県小千谷市（2005.11-12） 右：宮城県石巻市 


